
大阪府立堺工科高等学校 定時制の課程 

 

 

令和７年度 第２回学校運営協議会 定時制部会 要旨 

 

 

日時  令和７年 11月 14日（金）18 時   於：大会議室 

 

学校運営協議会委員 （順不同 敬称略） 

平田 眞二 （大阪大谷大学 入試・広報課 参事） 

味岡 知行 （味岡刃物製作所 代表 伝統工芸士） 

奥野 浩史 （株式会社 奥野晴明堂 代表取締役社長 伝統工芸士） 

岩本 真琴 （堺市立旭中学校 校長） 

山本 達也 （浪速区民センター 副館長 人権擁護士） 

木村 真澄 （保護者代表） 

 

 

１ 准校長挨拶 

 

２ 本校の状況について （各分掌長より） 

① 教務部 

   ○令和７年度 教科書採択について 

各教科で相談していただき、生徒の現状及び学びの様子を鑑みた上で令和８年度の教科書を決

定した。全科目とも例年と大きな変更は無いが、一部新規の教科書の採択を行った。理由とし

ては、名称等の改訂が入り新規の扱いとなっているもので、内容についてはほぼ同じである。

すべての教科・科目において図・写真・絵等が多数採用されており、わかりやすくかつ学び直

し等にも活かせるものになっている。併せて、記述と資料のバランスがよく、生徒が理解しや

すいものとなっており、本校にとって最適なものを選んでいる。 

   ○考査について 

今年度の考査は残り２回となっており、すべての生徒が進級や卒業に向けてがんばっている。

教務部としても、この生徒のがんばりが活かせるような成績の付け方であったり、評価の仕方

を工夫できるよう取り組んでいきたい。 

②生活指導部 

 ○生徒の状況について 

すべての生徒が学校生活を楽しみながら、落ち着いた様子で授業に取り組んでいる。３、４年

生については 12 月３日（水）～12 月５日（金）に修学旅行（東京方面）も控えており、学校

生活の思い出として、楽しんできてほしいと思っている。 

   ○給食について 

    11 月６日現在での生徒の喫食率は 59.3％となっており、第１回での報告で述べた 61.9％に対

してほぼ横ばいとなっている。今後についてもこの喫食率を維持しつつ、学校側として申し込

みをしたが喫食していない生徒による残食があまり出ないように担任と協力し、給食制度につ

いて継続できるよう取り組んでいきたい。 



○生活指導部による行事について 

 ・交通安全講習（６月 19日実施） 

   堺警察より自転車・バイクの交通マナー及び危険回避についての講演が行われた。 

 ・防災避難訓練（11月 10日実施） 

   今年度は初の試みとして、地震による津波の発生を想定し学校から JR 百舌鳥駅西側の広

場への避難を実施した。授業担当者及び担任の先導の元、しっかりとした避難訓練を行う

ことができた。 

 ・薬物乱用防止講習（令和８年１月に実施予定） 

○自動二輪の通学について 

 11月現在で、生徒５名の自動二輪通学を許可している。 

③進路指導部 

 ○卒業予定生徒の進路状況について 

・就職 

20名が学校斡旋による就職を希望している。10月末現在で 19名が内定をいただいており、

１次出願での内定者が 18 名であり、残りの１名についても２次出願で無事内定をいただ

けた。学校斡旋希望者について、まだ１名いるが、この１名についても現在就職に向けて

しっかりと取り組んでおり、昨日（11/13）に応募前職場見学にいき、今後その企業を受験

予定である。今年度の就職内定者の主な職種としては、製造系・整備系・水産加工・事務

職・車販営業等となっている。 

    ・進学 

      １名が合格決定、１名が結果待ち、２名が今後受験予定。 

○総合学習（進路講演会）について 

 12月 18日（木）実施予定 

 １、２年生 租税・年金教室（堺税務署・堺東年金事務所） 

 ３、４年生 司法書士による講習（大阪司法書士会） 

○職業体験について 

 １、２年生を対象に年明け以降に実施予定。今後の就労につなげるために、様々な職業につい

て体験・取組みをさせる予定。 

④生徒会活動部 

○生徒会活動に関する行事について 

 ４月 17日（木）～５月２日（金） クラブ活動推進週間 

 ５月 12日（月） 前期生徒総会 

 ６月 ９日（月） 校内生活体験作文作成 

 ６月 13日（金） スポーツテスト大会 

 10月 12日（日） 生徒秋季発表大会 

 11月 １日（土） 府工祭（文化祭） 

 12月 23日（火） 学校大清掃 

 １月 16日（金） 球技大会 

 １月 19日（月） 後期生徒総会・生徒会役員選挙 

○スポーツテスト大会について 

 スポーツテスト（体力測定）を大会形式にて実施した。種目は立ち幅跳び・握力測定・反復横

跳び・上体起こし・長座体前屈・背筋力測定を実施し、最後に各種目においての表彰を行った。

どの学年の生徒も楽しみながら、真剣に取り組んでいて、大いに盛り上がった。 



○生徒秋季発表大会について 

 大阪府下の定時制通信制課程高校全体で毎年行われている行事で、今年度は 10/12（日）に大

阪府教育センターにて行われた。本校からは生活体験発表の部・作品発表の部（写真の部・書

道の部・美術・工芸の部・絵画の部）にエントリーし、各部門において賞を獲得した。特に写

真の部においては府議会議長賞（第２位）を獲得することができた。 

○府工祭（文化祭）について 

 今年度は天気にも恵まれ、大盛況であった。各クラスで工夫を凝らした模擬店を実施し、教職

員一同及び来校者の方々に楽しんでいただけた。午後は視聴覚室にて軽音楽部の舞台発表とビ

ンゴ大会を行い、こちらも大いに盛り上がった。（府工祭の様子についての動画を全員で視聴） 

○地域清掃について 

 生徒会活動の一環として学校近隣の清掃活動を７月、８月に数回行った。割と多くの生徒が集

まり、全員真剣に取り組んでいた。 

○クラブ活動について 

・軟式野球部 

  勢力的に活動しており、春季大会、夏季大会（全国予選）に出場し、今後も大阪総体に出

場予定である。 

・ボランティア活動部 

  昨年度、全国ユース環境活動発表大会に出場し、10周年記念賞を見事受賞した。それに伴

い、北海道地方視察に招待され、今年度の夏休みに生徒２名が参加した。 

⑤支援教育委員会 

 ○がん教育について 

  生徒向けに７月４日に実施した。講師として耳原総合病院の医師にきていただいた。みんな自

分事として受け取り、真剣に聞いていた。 

○生徒向け人権ＨＲについて 

７月 17 日に実施した。１年生はシッティングバレーボールを実施、２年生はグループワーク

を実施、３・４年生は進路実現に向けて企業の方から学生と社会人の違いについてお話いただ

いた。 

○いのちの授業について 

生徒向けに 12月 12日に実施予定。例年来ていただいている助産師の方と保健師の方に体験活

動及び講演をしていただく予定。今年度はワーク等を用いながら人との関わり方やコミュニケ

ーション等について考えた上で、デートＤＶ等についての講演を行っていただく。 

 ○教員研修「外国籍生徒・保護者の支援」について 

  日本語指導が必要な外国籍生徒に対しての理解を深めるため、７月９日に実施した。今後の学

校現場で必要不可欠なこととして、全教員が真剣に話を聞いていた。 

○舳松人権歴史館での講演及びフィールドワークについて 

10月 28日に、新転任の教職員を対象に今年度も実施した。 

○教員研修「学校を取り巻く関係機関」について 

 11 月 14 日に実施。本校に来ていただいているＳＳＷＳＶの方に教員向けの研修を行っていた

だいた。非常にわかりやすくかつ丁寧にお話いただいた。 

○個別相談会について 

    本校への進学・転学・編入学に対しての個別の相談会を今年度は 11月 15日、12月６日、１月

31日、２月７日に実施予定。併せて、学校見学についても随時受け付けている。 



  ○学校説明会について 

今年度は 12月 13日（土）と２月 14日（土）に中学校（生徒・保護者・教員）を対象として、

実施予定。12 月 13 日（土）の分については既に中学校へ案内を送付し、本校ＨＰにも申込ペ

ージを掲載して募集している。体験授業の内容については、機械科・電気科・堺学（線香）の

実習を予定し、既に５組ほどの申込みがある。 

 ○支援教育委員会会議について 

月１回、定例で実施している。担任の先生に加えて、ＳＣ・ＳＳＷＳＶ等にも参加していただ

き、生徒の情報共有を中心に行っている。個別の支援が必要な生徒が年々増えており、１人で

も多くの生徒の進級、卒業に繋げていきたい。また、日本語指導が必要な生徒が年々増加して

きており、全教職員で対応できるような体制を充実させていきたいと考えている。 

  ⑥准校長より 

   ○学校教育自己診断結果の経年変化について 

    例年、生徒・保護者・教員のそれぞれに、学校に対してどのように感じているのかを質問し、

４段階のレベルで回答していただいている。令和４年度から令和６年度までの推移をまとめた

ものを資料として示した。この資料から本校の強み、弱み、課題等が見えてきた。この結果を

活かして本校の教育活動の更なる充実・発展に繋げていきたい。 

   ○授業アンケート評価の経年変化について 

例年、授業に対しての質問項目に４段階のレベルで生徒に回答してもらっている。令和３年度

から令和６年度までの推移をまとめたものを資料として示した。教材の工夫（プリントや ICT

機器等の活用）に対する質問で一定高評価を得ている。これに満足することなく、更に授業改

善に取り組んでいっていただければと思う。 

   ○90周年事業について 

    来年度の令和８年度で本校は 90 周年を迎える。それにあたり、記念事業のプレとして全日制

と協力して、今年度の 12月５日（金）から６日（土）にかけて砂鉄から鉄をつくるたたら製鉄

を行う予定。 

 

【委員の方々からのご意見・ご要望・ご感想等】 

  ○教科書のデジタル化について、世の中的にもどんどん進んでいっているので、本校でも可能な限

り取り入れることで、生徒の授業に対する取組み及び理解度等をより高める方向に持っていって

いただければと思う。 

  ○本年度新たな取組みとして、津波を想定した避難訓練を実施したことは、非常に有意義かつ効果

的な素晴らしい内容だと感じた。今後も、大変だとは思うが生徒のためになる新たな取組みを考

え、どんどん取り入れていってほしいと思う。 

  ○日本語指導が必要な生徒が増えてきているということで、そういった生徒のためにも、講師も含

めて日本語指導を行うことができる教員をより充実させていただければと思う。 

  ○ICT 機器を活用した授業を積極的に行っているということで、授業アンケート等にも結果で出て

いるようで本校に対する信頼がより増した。今後はさらに一人一台端末等も有効に活用していた

だき、生徒にとって授業がよりわかりやすくかつ充実した内容になるよう努めていただければと

思う。 

 

 

 以上 


